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１７・７・３１

可
決
し
た
議
案

第
2
回
定
例
会

◆
三
鷹
市
公
の
施
設
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に

関
す
る
条
例

こ
の
議
案
は
、
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
に
当
た
り
、
条
例

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

事
項
の
う
ち
、
各
公
の
施
設
に

共
通
の
事
項
で
あ
る
「
指
定
管

理
者
の
指
定
の
手
続
」
に
つ
い

て
、
通
則
的
な
手
続
条
例
と
し

て
定
め
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
U
ク
大
学
条

例
こ
の
議
案
は
、
市
民
、
教

育
・
研
究
機
関
、
事
業
者
及
び

公
共
団
体
等
、
い
わ
ゆ
る
「
民

学
産
公
」
の
協
働
の
取
り
組
み

を
通
じ
て
、
教
育
・
研
究
機
関

等
の
知
的
資
源
を
地
域
社
会
に

提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様

な
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も

に
、
活
力
が
あ
り
、
豊
か
で
安

心
で
き
る
市
民
生
活
を
実
現
す

る
た
め
、
三
鷹
駅
前
協
同
ビ
ル

３
階
に
設
置
す
る
「
三
鷹
ネ
ッ

ト
ワ
U
ク
大
学
」
の
管
理
運
営

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

こ
の
議
案
は
、
地
方
税
法
等

の
改
正
に
伴
い
、
前
年
の
合
計

所
得
金
額
が
125
万
円
以
下
で
年

◆
三
鷹
駅
前
協
同
ビ
ル
保
留
床

の
買
入
れ
に
つ
い
て

こ
の
議
案
は
、
三
鷹
ネ
ッ
ト

ワ
U

ク
大
学
を
設
置
す
る
た

め
、
三
鷹
駅
前
協
同
ビ
ル
３
階

の
保
留
床
、
専
有
面
積
508
・
41

平
方
A
を
、
買
入
れ
価
格
４
億

４
千
629
万
４
千
円
で
、
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
東
日
本

支
社
か
ら
買
い
入
れ
る
も
の
で

す
。

◆
三
鷹
駅
南
口
駅
前
広
場
第
２

期
工
事
そ
の
２
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

こ
の
工
事
の
内
容
は
、
昨
年

度
の
工
事
に
引
き
続
き
、
駅
前

広
場
を
現
行
約
４
千
平
方
A
か

ら
約
８
千
平
方
A
へ
と
広
げ
る

中
で
、
「
風
の
散
歩
道
」
の
起

点
付
近
に
お
け
る
、
「
（
仮
称
）

緑
の
小
ひ
ろ
ば
」
の
整
備
を
中

心
に
、
広
場
東
側
部
分
の
整
備

を
行
う
も
の
で
す
。

契
約
の
金
額
は
、
１
億
８
千

133
万
５
千
円
で
、
相
手
方
は
大

林
・
白
石
建
設
共
同
企
業
体
で

す
。
工
期
は
、
契
約
確
定
日
の

翌
日
か
ら
平
成
18
年
３
月
15
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

駅
前
広
場
東
側
部
分
の
整
備
を

行
う
Ｊ
Ｒ
三
鷹
駅
南
口
（
右
）

◆
す
ず
か
け
駐
輪
場
機
械
式
立

体
化
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

こ
の
工
事
の
内
容
は
、
１
基

180
台
の
自
転
車
を
収
容
す
る
こ

と
が
で
き
る
地
下
式
の
機
械
式

立
体
駐
輪
設
備
を
８
基
設
置
す

る
と
と
も
に
、
収
容
台
数
260
台

の
平
置
き
駐
輪
設
備
を
設
置
す

る
も
の
で
す
。
収
容
台
数
は
、

現
行
約
580
台
か
ら
約
１
千
700
台

に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。契

約
の
金
額
は
、
６
億
２
千

737
万
５
千
円
で
、
相
手
方
は
村

本
・
三
栄
建
設
共
同
企
業
体
で

す
。
工
期
は
、
契
約
確
定
日
の

翌
日
か
ら
平
成
18
年
３
月
15
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

Ω
住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
を

求
め
る
意
見
書

個
人
情
報
保
護
を
め
ぐ
る
法

整
備
が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
住

民
基
本
台
帳
法
第
11
条
に
よ
り

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
性

別
の
４
情
報
が
閲
覧
・
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
矛
盾
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
最
近
で
は
閲
覧
制

度
を
悪
用
し
た
不
幸
な
犯
罪
事

件
が
起
こ
っ
て
お
り
、
現
実
と

し
て
住
民
の
権
利
を
著
し
く
侵

害
し
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
本
市
議
会
に
お
い

て
も
本
年
３
月
に
大
量
閲
覧
の

抑
制
を
図
る
よ
う
条
例
改
正
の

議
決
を
行
っ
た
が
、
自
治
体
の

独
自
の
取
り
組
み
で
は
補
い
切

れ
な
い
問
題
で
あ
り
、
法
の
存

在
が
事
態
へ
の
対
処
を
困
難
に

し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
住
民
基

本
台
帳
の
一
部
の
写
し
の
閲
覧

制
度
に
つ
い
て
は
公
用
及
び
公

益
目
的
以
外
で
の
請
求
は
認
め

な
い
よ
う
、
住
民
基
本
台
帳
法

第
11
条
を
改
正
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

Ω
里
親
制
度
の
充
実
に
関
す
る

意
見
書

里
親
制
度
は
家
庭
的
な
環
境

の
中
で
の
養
育
の
重
要
性
に
か

ん
が
み
創
設
さ
れ
た
。

し
か
し
、
ま
だ
里
親
制
度
へ

の
認
知
度
は
低
く
、
さ
ら
な
る

制
度
の
充
実
に
向
け
、
国
の
強

力
な
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
里
親
制

度
の
充
実
に
向
け
て
、
次
の
対

策
を
講
ず
る
こ
と
を
強
く
要
望

す
る
。

１
　
社
会
経
済
状
況
の
変
化
に

即
応
し
た
社
会
的
養
護
の
こ
れ

か
ら
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
地

域
に
根
差
し
た
仕
組
み
へ
の
転

換
な
ど
今
後
の
全
体
像
を
明
確

に
し
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
道

筋
を
示
す
こ
と
。

２
　
里
親
手
当
の
増
額
を
図
る

と
と
も
に
、
教
育
費
な
ど
の
一

般
生
活
費
等
に
つ
い
て
、
基
準

単
価
の
増
額
と
メ
ニ
ュ
U
の
充

実
を
図
る
こ
と
。

３
　
里
親
に
対
す
る
ケ
ア
の
充

実
を
図
る
な
ど
、
里
親
を
支
え

る
仕
組
み
の
充
実
を
図
る
こ

と
。

４
　
里
親
制
度
に
対
す
る
国
民

の
理
解
と
制
度
の
促
進
を
図
る

た
め
、
積
極
的
に
広
報
・
啓
発

活
動
を
実
施
す
る
こ
と
。

Ω
Ｊ
Ｒ
各
線
の
安
全
点
検
と
事

故
再
発
防
止
を
求
め
る
意
見
書

去
る
４
月
25
日
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
福
知
山
線
尼
崎
駅
付
近
で
発

生
し
た
列
車
横
転
事
故
は
、
日

本
の
鉄
道
史
上
最
悪
の
大
惨
事

と
な
っ
た
。

被
害
者
及
び
家
族
を
奪
わ
れ

た
遺
族
は
も
と
よ
り
、
「
ノ
U

モ
ア
尼
崎
」
を
求
め
る
国
民
の

声
は
高
ま
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
次
の
こ

と
に
つ
い
て
抜
本
的
改
革
及
び

対
策
を
立
て
る
こ
と
を
強
く
求

め
る
。

１
　
事
故
原
因
究
明
の
徹
底
的

調
査
を
国
会
及
び
政
府
は
行

い
、
全
面
的
解
明
に
努
め
、
事

故
調
査
委
員
会
の
調
査
結
果
を

公
表
し
、
重
大
事
故
の
再
発
防

止
策
を
立
て
る
こ
と
。

２
　
今
回
の
事
故
に
よ
る
犠
牲

者
と
そ
の
遺
族
、
被
害
者
及
び

沿
線
住
民
に
対
し
て
、
Ｊ
Ｒ
西

日
本
が
事
故
原
因
の
説
明
責
任

を
果
た
す
と
と
も
に
、
補
償
、

情
報
開
示
、
再
発
防
止
措
置
の

実
施
な
ど
誠
意
あ
る
対
応
を
す

る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
。

３
　
危
険
箇
所
の
総
点
検
、
車

両
の
総
点
検
を
行
い
、
過
密
ダ

イ
ヤ
を
改
め
安
全
輸
送
に
徹

し
、
ホ
U
ム
に
安
全
要
員
を
配

置
す
る
な
ど
利
用
者
の
安
全
確

保
が
な
さ
れ
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
各
社

を
指
導
す
る
こ
と
。

４
　
営
利
至
上
主
義
に
基
づ
く

過
酷
な
労
働
実
態
を
改
め
、
事

故
原
因
の
要
因
と
見
ら
れ
て
い

る
「
日
勤
教
育
」
に
代
表
さ
れ

る
非
人
間
的
な
労
務
政
策
を
改

め
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
各
社
に
働
き
か

け
る
こ
と
。

５
　
「
尼
崎
事
故
」
を
契
機
に
、

政
府
に
お
い
て
は
、
鉄
道
輸
送

の
「
安
全
綱
領
」
見
直
し
、
人

命
尊
重
の
輸
送
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
。

Ω
安
全
性
の
不
確
か
な
化
学
物

質
の
規
制
を
求
め
る
意
見
書

こ
れ
ま
で
、
安
全
性
が
確
認

さ
れ
て
い
な
い
多
数
の
化
学
物

質
を
使
用
し
続
け
る
こ
と
に
よ

り
多
く
の
人
々
が
被
害
に
遭
っ

て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
化
学

物
質
管
理
の
あ
り
方
を
早
急
に

見
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
て
、
次
の

こ
と
を
早
急
に
取
り
組
む
こ
と

を
求
め
る
。

１
　
予
防
原
則
を
中
心
に
据

え
、
よ
り
安
全
な
物
質
等
へ
の

代
替
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
。

２
　
安
全
性
の
不
確
か
な
化
学

物
質
を
使
い
続
け
る
こ
と
を
や

め
る
こ
と
。

３
　
安
全
性
の
立
証
責
任
を
行

政
か
ら
事
業
者
へ
と
転
換
し
、

汚
染
者
負
担
の
原
則
な
ど
製
造

者
責
任
を
強
化
す
る
こ
と
。

４
　
製
品
中
の
化
学
物
質
情
報

の
開
示
な
ど
、
市
民
の
知
る
権

利
を
保
障
す
る
こ
と
。

５
　
規
制
等
の
政
策
決
定
へ
の

市
民
参
加
を
制
度
化
す
る
こ

と
。

Ω
公
共
事
業
に
お
け
る
賃
金
等

確
保
法
（
公
契
約
法
）
制
定
を

国
に
求
め
る
意
見
書

今
、
国
や
自
治
体
の
公
共
・

委
託
事
業
を
め
ぐ
っ
て
、
ダ
ン

ピ
ン
グ
受
注
や
ピ
ン
は
ね
が
横

行
し
、
下
請
企
業
や
資
機
材
等

納
入
業
者
及
び
そ
こ
で
働
く
労

働
者
に
深
刻
な
し
わ
寄
せ
が
押

し
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

地
方
自
治
体
は
、
み
ず
か
ら

発
注
す
る
公
共
関
連
事
業
や
官

公
需
に
従
事
す
る
た
め
の
労
働

者
の
賃
金
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

に
責
任
を
果
た
す
べ
き
と
考
え

る
。よ

っ
て
、
本
市
議
会
は
、
国

会
及
び
政
府
に
対
し
、
生
活
す

る
た
め
の
労
働
者
の
賃
金
を
資

材
や
商
品
と
同
じ
市
場
に
さ
ら

す
の
で
は
な
く
、
賃
金
を
底
支

え
す
る
制
度
と
な
る
「
公
共
事

業
に
お
け
る
賃
金
等
確
保
法

（
公
契
約
法
）」
を
検
討
す
る
よ

う
に
求
め
る
。

特
別
委
員
会
委
員
の
辞
任
及
び

後
任
委
員
の
選
任
（
６
月
22
日

付
）

１
　
調
布
基
地
跡
地
利
用
対
策

特
別
委
員
会
の
石
井
良
司
委
員

が
辞
任
し
、
後
任
に
大
城
美
幸

議
員

２
　
東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対
策
特
別
委
員
会
の
大
城
美
幸

委
員
が
辞
任
し
、
後
任
に
石
井

良
司
議
員

ふ
じ
み
衛
生
組
合
議
会
議
員

岩
田
　
康
男（
６
月
22
日
選
出
）

三
鷹
市
農
業
委
員
会
委
員

伊
藤
　
俊
明
　
　
¸
谷
真
一
朗

島
田
甲
子
三

三
鷹
市
消
防
委
員
会
委
員

中
村
　
洋

三
鷹
市
民
生
委
員
推
薦
会
委
員

田
中
　
順
子

三
鷹
市
商
工
振
興
対
策
審
議
会

委
員

谷
口
　
敏
也

三
鷹
市
青
少
年
問
題
協
議
会
委

員森
　
徹

三
鷹
市
市
民
の
く
ら
し
を
守
る

会
議
委
員

栗
原
　
健
治

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
評
議

員岩
田
　
康
男

今
定
例
会
最
終
日
の
６
月
22

日
に
、
市
長
か
ら
「
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
」
の
人
事
議
案
３
件

の
提
案
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
本

会
議
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

吉
野
　
徳
男
氏
（
再
任
）

石
井
八
重
子
氏
（
再
任
）

上
田
　
定
　
氏
（
再
任
）

齢
65
歳
以
上
の
者
に
対
す
る
非

課
税
措
置
を
段
階
的
に
廃
止
す

る
と
と
も
に
、
特
定
口
座
で
管

理
さ
れ
て
い
た
株
式
等
の
無
価

値
化
に
よ
る
み
な
し
譲
渡
損
失

の
特
例
及
び
長
期
避
難
指
示
に

係
る
被
災
住
宅
用
地
に
対
す
る

特
例
を
設
け
る
ほ
か
、
規
定
を

整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
消
防
団
員
に
係
る
退

職
報
償
金
の
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

こ
の
議
案
は
、
「
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
等
責
任
共
済

等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
」
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
非
常
勤
消

防
団
員
の
退
職
報
償
金
の
支
給

額
の
一
部
を
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

市
長
提
出
議
案

条
例
の
制
定

契
約
及
び
財
産
の
取
得

人
事
議
案

条
例
の
改
正

議
員
提
出
議
案

意
見
書
（
要
旨
）

人
　
　
　
　
事

特
別
委
員
会
委
員
の
変
更

すずかけ駐輪場機械式立体
化工事の完成後のイメージ


